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熊谷の古墳

帳 池 上 悟

絆474館のill・L的与i業として、lh蔵資料の
',ヽ
礎文献シリーズを同行している。平成 19年 度は、この第 3

1ilとして野原古墳群の発掘調査報告占を刊行した。ll,:古墳群出土遺物としては、埋葬lit設である横穴式

イi年から出上した直刀 ・鉄族 ・′J子などの鉄2:灯i、金環、須恵器などがあり、 、1lE大学博物館における貴

重な占墳時代遺物の収蔵|〒「となっている。

■止大学熊谷校地の造成時の昭和 39年 に、校地に近接して所在する野原占墳IIf中の 8基 の円墳を発掛1

調査したものである。野原占墳●・lは、片手を挙げ|1子を ドげた踊るような状態を呈する 「踊るtH輪」の計|

上で者名な占墳群であり、「踊る埴輪Jの 出上占墳と想定されるnt方後円墳である野原占墳の調査の後に

実施されたものである.

昭和 3911当 時  i壕 が‖集するll●県北部においても発IIL調査された占墳rfは饉少であった。11方後

円墳を盟■墳とした 30基 に近い規模の野,(占墳1祥は 複数の占墳造1`主体によって形成されたり良型的な

後期l lttlitである。ll■ttllt設として横六.l石室のみを構築しており、埴輪を伴う6世 紀後半代にlf形成が

開llさイl、埴輪を伴わない 7世 iL中頃まで造僣,されたものである.そ の調査成果により当時学界で注「1き

れたものであるが 諸般のよ情により調査報告書の刊行が遅れ ようやく刊行を果たしたものである。

●正人'′熊谷校地の位 晨する江南台地には、縁辺

“
`に
多数の占墳群が展開している.、野原ri墳群と同じ

く前方後円墳を含む後期tt集墳としては 台地,t瑞部に1/.丼占墳群がlli地している。また野原【li墳群と同

じく台地の南を限る莉IFH J日1部では 上流域に 7世 紀イヽの終末期群集墳である立野占墳群が占地してお

り さらに台地北|‖fr辺部にも連続して ,墳群が造‖されており、それぞれに特徴を有した古墳群を確認

できる.

:`H二人学熊谷校地は 4;,こ、部からは■|かの距離があるとはいえ、考占学的環境には優れた立地を誇って

おり 今後ともに環境を,1かした博物館運営が望まれるところである。
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ケ 万 り

J:成 191■ 2月 3「|(月 )ヽ 21 1(金 )に

わたって lilJ:大学の海外調査展Jを 開催:しまし

た."ヨ谷|り物nlにおける|.+別展の終 r後に11 人

崎技合にて平成 20年 11111(`,)-26(「 )

までの 切円にパネルll示による移動itを
'111し
よ

した.

ⅢI巨大学では これまでに様々な

",外

洲介を行

っていま|:そ の中で
~タ
クリマカン沙渋 「世、

教文化●印γl ネツヽ―ル ラ ィラウラコット選lli

調査Jに ついてマ1介しました.

タクリマカン沙減の調合は 平成元 (1989)

年の電 11■ 人'F tll蟷入学 中 J千1学先と銅 1

ンルクロー ド路A隊 (総1致長 :|||」ム投)が lヽT l

さオヽ 中 司新彊ウイクルr汁‖スのタリム′A地にム

がるタクリマカン沙漠周辺を踏査したものです.

この訓合は タクリマカン沙漢地llに■4:する

オアシスに生活する人々と、水と。)「|わりや沙漠

化ととういう川係にあるのかを 的として行わイt

ました.

今11の特別展では、 その調合のrlハルー トを紹

介し オアシスに

'Iら

す人々の11,1や i代遺跡な

どを ■・・や「・連`咋籍
により紹介しました。

また、III」ヴ、投1((11「 入学学12 1也球環1竜11

学部教授)に は  シルクロー ドの i代オアシス

表lltの謎Jと 題して:占演 (平成 20年 11 17 、

1,人崎校合)を 行つていただきました

高村学良によれば 「

“

[在 地球‖甜暖化にイ|,て

クンルン山脈では1(河が桁青小しているか '口 [紀

半ばで,肖失する 」|ヒ性が大きい。これが今後河川

流lltの変化にどのような影響を与えるかについて

は長期的に研究を進めていく必要がある.,また

河|1段 1の編年学的なとに
'Aづ
いたltり1的視点か

らの i水文環境の復ッこのll究なども今後の1課題で

ある。 と述べられています.

nil寸学12が|‖Чとさイ1るJく支学の組:点からみた

タクリマカン沙減の間趣について また ,ハ●隊

の,調卜 ●)様々なことを1話して,1き 1はきに来た

学Jiにも分かりやすくこ「市浄tをしてITtきました,

写真 1 高村弘毅学長による講演

に、教 k化||(1,は 「|'('(1991' 11にそ|■ ,

たに、教学部のフィールト
.ノークロ1修|‖|卜で¬

世、教ヤ部では 爛嵌弓4を中しに 11'たなどで

'11
したアジア「者1也1文′)ll、教。)|十徴を■ ,深く

'Ittr」
るた
')'年

アジア■。)■せイ「するに、教遺!|やた1亦

にILき  ',び )'こで 1で叩「こ(1感

`る
ことを 1句

としてこの研41が夕iわオlていま¬

こイ1よごに  ′́ ッヽ|  ヽイ191)4il)|| |(1095

1→ Jヒインド(1"6年 )・シルク「J―ド(11,S)7年)

,t南アンフ・(1998年 ),― タン|ネハール,チ

´ヽ ット (1つい)11)イ ントネシアイベト
'ユ
、|タ

イ (2()()(,■)||イ ント (2()()1年)Jヒ インド

/ネバール (20(,2■)11lЧ11晨
`ア
ンルク「J―ド

(2()(,3`「)1lJ「|(2 )()| イ ー) ILl('ハ
.ノ イ (2(,(,5

1つ ¬日イン ド′ILイン ド (2(1)6●, イ■ リス

,フ ランス 12()(,7■)υ
'日
々を|[“してい 11

写真 2 マンナイ (茫崖)よ り紅柳泉への途中
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―クやプランニングにより、

行けたり 見られたりするこ

とも、この研修調査の大きな

特徴となっています。

近年ではアジア地域の諸遺

助‐ 寺院への研修.IB査はもと

より、欧米での仏教事情、仏

教文物にまでその研修対象を

広げています。毎年、教員と

学′Lが 40名 近く参加 して実

施されるこの研修調査は、単

に書籍や資料から仏教を理解

するのではなく、各地域の仏

教に直に触れ体感すること

で より仏教文化の深淵さが

理解できる充実した内容とな
写真3 キジル石窟での研究発表風景

この研修詢

"壼

は、現在ではlL域仏教研究という

科 名称でカリキュラムに組み込まれ、該当地域

の研究をしている ll町分lrの教員が」長となり直

接指導 指押し、
',年
 ■に高度の研修内容とな

っています。また 一般の旅行では 「行けない 。

見られないJ場 所や文物が・lЧ研究者のネットワ

っています。(

一部転載)

今回の特別lrでは、その成果報告書や研修模様

の写真などを展示して紹介しました。

ティラウラコット遺跡は 昭和 42(1967)年

ヽ昭和 52(1977)年 にかけて立正大学インド・

ネパール仏跡調査団によって調査された遺跡で

つ。

当遺跡は、釈尊が太子シッダールタとして青年

時代を送り、やがて出家を決意したカピラ城跡比

定地として有力な遺跡です。

ティラウラコット遺跡については、当博物館第

2回 特号1展 「釈迦の故郷J(会 期 :平成 16年 10

月 25日 ヽ 11月 27日 )で 取リヒげていますが、

今回の特別展では、前回紹介できなかった遺物や、

写真を新たに展示して紹介しました。

立正大学は、現在 8学 部 14学科 7研究科から

なる総合大学として様々な分野での活躍が見られ

ます。その一端である海外調査について今回スポ

ットをあて、その一部ではありますが紹介するこ

と力ヽ 11来たと思います。

、1正 大学の海外調査展,図 録より

第4回特別展チラシ

(内田勇樹 立正大学博物館学芸員)
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青水窯跡

内田 勇樹

ここに紹介する青水窯跡出土遺物は、昭和40年

11月の文学部考古学研究室による調査で出土し

たものであり、立正大学博物館の収蔵資料の特徴

となっている窯業関係資料のうちの一つである。

青水窯跡は、広島県北部の世羅郡世羅町青水に

所在する。芦田川上流の左岸、西南から東北にか

けて湾入する谷戸の中央、東向斜面に位置する。

(第1図)発掘調査により、花同岩バイラン土を制

り抜いた、地下式無階無段登り窯が1基検出され

た。検出された窯跡は、全長lClm、焼成部の最大幅

23m、焚口幅12mを 測り、焼成部窯底の傾斜は平均

3C度を呈していた。床面は、数次にわたる焼成が

認められたが、大きな時期差は考えられなかった。

出土遺物は、窯体内の床面に近い上層部と下層

部、焚日から一部その下の灰原から出土している。

器種には、杯蓋・杯身・高外・魅・提瓶・平瓶・甑・

壺 ・甕が認められる (第2図 )。

外蓋は、巻き上げ成形され、体部はロクロ整形

が施されている。また、天丼部はヘラ切りにより

切り離され、その後回転ヘラ削り整形が施される。

大きさは口径 14cm前 後、器高は 35～ 4 5cm

を呈する。器形は、全体的に丸みを帯びるもの、

天丼部中央に向け尖頭形を呈するもの、天外部中

央のみが突出するもの、天丼部がほぼ平らなもの

に区分される。

ネ身は、巻き上げ成形され、体部はロクロによ

り整形されている。また、底部はヘラ切りにより

切り離され、その後回転ヘラ肖Jり整形が施される。

また、口縁部の立ち上がりは、折り込み技法によ

って作られている。大きさは、口径 13 0cm前後、

器高 35～ 4 5cmを 呈する。器形は、外蓋と同

様な区分が出来る。立ち上がり部分は、短く屈曲

しながら立ち上がるものが主体である。

高ネは、2段 2方透かしと短脚 1段 と思われる

脚部破片と、有蓋高不と思われる身の部分を中心

とした破片が出土している。また、器台と思われ

る身の部分の破片も出土している。

瓶類は、日縁部のみの遺存で判断が難しいが、

緩やかに内湾する日縁部と体部との境に突帯が廻

っていることから提瓶と考えられるもの、回唇部

★～調査地点 ▲～魚跡 0～ 古墳 ●～寺院
1 青水無摯   2 永安寺古墳群 3 nll山 古墳群 4 神国古崚群

5 近成山古嗅群 6 亀之尾古墳″ 7 康管寺古嗅  8 助迫山古墳群

9 自光薫跡   10 二郎九Illl H 壼徳寺廃寺

第1図 遺跡分布図

先端の内側が斜めに切られたような形と口径と形

状から平瓶と考えられるものが出土している。

選は、胴部の破片であり外面穿孔部を中心に同

心円状のカキロ、下位に平行叩き、内面穿孔部に

丁寧な指ナデが施される。

壺は、いずれも巻き上げ成形により作られ、ロ

クロ整形されている。また、カキロ調整が施され、

カキロが底部まで認められる特徴的なものも出土

している。

甕は、口縁部は巻き上げ成形後のロクロ整形、

胴部は粘土紐巻き上げ後、叩き締めにより成形き

れている。日縁部外面には、沈線と刺突文状の彫

の深い櫛目文が、交互に施されている。胴部外面

には格子風叩きがみられ、胴部内面には同心円状

の当て具痕がみられる。

これらの出土遺物から年代を想定すると、本窯

跡は6世 紀末から7世 紀初頭にかけての操業年

代が考えられ。周辺には、自光窯跡、二郎丸窯跡や、

本窯跡の供給先とも考えられる亀之尾古墳群第 2

号墳 (円墳 ・15m)、庚徳寺古墳 (円墳 ・H5m)

などが所在する。

(立正大学博物館学芸員)

ψ
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第2図  青水窯跡出土遺物実測図

1 

“

蓋 2 不身 3ヽ 6 高lT 7.8 提瓶 9 10 凪 11 22

(1～ 6は S-1/4 7ヽ 16は S― 1/6)

13ヽ 15甕 16甑

青水窯読出土遺物 ヘラ記号のみられるネ
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"k201i3,1 2011(71 ) 

ヽ2211( 11)に

かけて 111人 'FIりlll山1「1哉梵鐘にlit刻されてい

る鋳物師人11氏と 

“

HI氏 び)rF料比較■
'こ

のため

に、 ,11千り,t■11 1i  i、宮1父り,(11台「、41「り,t11

「:"を |:ちれた`

■ 1人学卜,物館

'i蔵

の1芝徳■飾には 1人間′i郎

′ピ1,占伯tと 鈷刻されており この人,I′i郎八」〔

(rt八)は 「ll t県1台 を中,こ、に 174011ご ろに,舌

躍した鋳物師iである.

lt徳■は 11掏 :岩千県年前1市 「横 町■日 i

に

'7在

する ,完である。当館

'11文

の,Ⅲは 戦‖寺中

つ贈||されたが 終戦を迎えその後行/,か不げlとな

っていたが 員鍋孝よ氏が嗜集され現イ「■正大学

絆171禽1に寄|‖され展示している.

現イ1 lt徳 ↓には戦後却iたに作られた梵鐘か鐘

llに■|すられているが その梵fⅢには戦Iサ 1に供

|さ ″lた鈍 (現,11:大学卜,物01'i蔵鐘)の 銘文が

刻まれている.

人,,7i山;八ず,(百 八)清 の竹■11は、坪ナ1良平著

梵難と考占学 (平成7L年 ビジネス教育‖‖版社)

にl Nlめられている 1官城
',t鸞
抄出,に■‖十代鋳l llい|

名計,1に よると4竹 II〕あり 1台 市に 3 (林

香1先(1保 18(1733)1■名)lJ I'`(,こ文4(1739)

年銘)保 本院 (i文 5(1740)年 銘))多 貨rl

「に 111(■ 日■ (延 12(1745)午 銘)が 挙

げらイtて, るヽん`、 いずれも戦H.い|に供 IIさオll見掏:

見ることは1 来なかった.

次に粉川鋳lllい|の作1冒1の実,このため 11島 県福

島市を訪れた。

1正 大学博物館には、「彰月1市11作Jと 鈷刻き

オlた半飾を 1 1所蔵している (lt正 大学博物館

年報 4(1=成 18年 3月 )で 報告)。福島 ljにあ

る粉川鋳l lJ仲|の作品は、
~粉
川松之助Jで あり粉

川市‖:より後の鋳物師である。in島市の粉川鋳

物師関連 としては 福島 j河股城跡から鋳造遺

ltlが検出され、鋳型などがIL l:している. この鋳

型の中でFet存する半鏡の指l■と一致するものがあ

り '「
'み

に貴重な出 :例として知られているのが

福島 「

'子

  同十の半鈍である.本 4「の中|に掛

けられir漁|な測 L:は11来なか ,た71 撞11``杓

7 0cm (」 イト約 30 0cm ttiさ 約 61 0cm O)人 き

さを洲1る 推

"|は

 11,16彙 蓮 11文で中に世の

苦を表現したと思われる′「拒ウ文を西」●:

その他に 福「:li r民‖14、神労,II■  111供 ‖1

ドl.アにも同7高 物1市の11価が

“

I作している ,(

福■の半全ばよ llllイ(約 5 6cnl l ′

`約

30 0cnl

「Ⅲiさ約 (,0()●Inの人きさを測る。十1‖|は|,チ,8■

蓮T文 で中に 「Л匈 を銑刻している、また 「泉

寺の半鐘は、撞座イモ約 5 5cm l径 約 28 3cHl「1

さ約 50 0cmの 人きさを測る.l■

“

は複● 8集 蓮

華文で 中に

'日

曜文を lLする.

この将り1松之助 Hイ,1よ、 、ア 1人学卜,174館「1子蔵半

鏡に端刻される移HI市 :藤原宗次かt,およそ 100

年後に活躍した鋳171師iである 「押1松之llについ

て、高橋 1次氏 (「河般城跡の杉月 1 之ヽll鋳造 :

|力跡 |「梵鐘 1第 16号 (平成 15年  本lli鐘01究

会)が報告をしている。それによれは、料押 松之

助が河12城で11業していた期間は 文政 4(1822)

ヽ 13(1835,■ の 10年 lJで  河‖t城助∫庁造 |:●j

安光寺半饉

泉福寺半鐘

―園寺半鐘

玉泉寺半鐘
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は||り次 GI先 にて鋳造を行うこと)で 江戸神H鍋

屋円にFll点を置いていた。江戸で鋳造を行つた作

品には 「171tt i正」信Jと 刻まれ、「松之助Jの

名は出吹のIキに使われたものであるとしている。

上 F大学博17/1館所蔵の粉川鋳物師の
｀
F鐘はやや

1師1な形を :ヽするが、今に実見した粉川松之助の

半鐘は 細身の,形をしている。また、撞座に関し

ても 般的な複T18葉 蓮準文に九曜文を配するも

のだけでなく 「日句 や 「雷を表した左捩り文Jな

どの様々なものがあった。

江戸期の梵鏡はその多くが戦時中の金属回収令

に伴い消失してしまっているのでその詳細は不明

である。梵鐘については、その撞座によって鋳物

師の世代の違いがみられるが、今回の調査によっ

て半鐘においては、大きさ ・形においても違いが

あることがけ,確となった。

今後は、他の鋳物師などの作品も踏まえて移り|

鋳物師の歴史を探っていきたいと思う。

(立IF大学博物館学芸員 内‖)

―

館 者

―
1′成 19年 4月 2H(月 )ヽ

平成 20年 3′115日 (十)

×平成 20年 3月 23日 のオープンキヤンパス

を含む.

来群1者数

4'1149人 5月 157人、6月 204人 、7月

356人 、8,197人 、9月 45人  10月 403人 、

H月 291人 、12月 130人、1月 44人、2月 48人

3月 47人

‖ 1971人

摯 館者往

…l rF 高等学校〕

群馬県 ド仁出高等学校 藤岡中央高等学校 ・伊勢

崎高■ /‐校 ・埼 L県東京成徳深谷高等学校 桶川

西高■学校 与野高等学校・イ■|1進修館高等学校

|1谷商業高等学校 本[L第一高等'F校 ・川越初雁

古等'′校 茨城県総和高等学校 ・東京都市「中学

校

白朝体〕

橘父兄会 立正高等学校父兄会 ・行出進修館高等

学校父兄 ・東松 市中11ふれあいサロン・彩の 日

いきがい大学熊谷学園 ・熊谷市商 i会

―

版 む

平成 19年 度下半期は、下記の刊行物を発行し

ました。

・F、1正大学のあゆみJ(平 成 19年 7月 ID

「立iI大学の海外調査展J(平 成 19年 12月刊)

・1万市だより1第 7号 (1=成20年 1月 口1)

館蔵資料 「基礎文献J叢 刊第 3輯 『野原古墳群

発掘調査報告書J(平 成 20年 3月 刊)

父兄見学の様子
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■F大 学博物館では 来館者の皆様の意見を反映する

ためメッセージ箱を備えておつます ド記のご意見は多数

寄せられたものから事lt局で集tlしたものです.貴 丘なご

意見 あつかとうございました。今後の博物館運営にイ,サ

たせていただきたいと思います_

・館の維持管理 展示等大変かと思| まヽすが、頑張っ

て下さい。

(県内 一般 ・30歳 男性)

一般の人が入って良いのか戸惑いました。もっと案

内を告知してほしいです。

(県内 大学生・30歳 女性)

復元された梵鐘の音色が非常に素晴らしかったです。

他の梵饉の音も聞いてみたいです。

(県外 一般 40代 女性)

第 4回 特別1展を見に来ました。大学の海外調査がど

ういったものを行つているのかわかり、大変良かつ

たと思います。

(県外 ・一般 50代 男性)

大学にも遺跡遺跡があることを初めて知りました。
(県内 本学学生 19歳 女・I)

第 4回 特別展 |、ア正大学の海外調査展Jを 見に来ま

した。 '正 大学もいろんな調査を行つているのを知

りました.
(県内・本学学生 ・19歳 男性)

・大学の調査で収集したものや寄贈品などが沢山あり

とても驚きました。もう少し説明文を増やして欲し

いです。
(県外 大学生 18歳 男性)

いろいろな鐘があり、音も聞けると良かつたです。
(県外 。大学生 ・19歳男性)

所 在 地 : 〒3600161

埼玉県熊谷市万吉1700

立上人学熊谷キヤンパス内

TEL 048-536-6150

FAX 048-536-6170

開  館  日 : 月 ・水 ・木 ・金 ・土 曜 日

(入学体業中を除く)

開 館 時 間 : 10:00～ 16:00

*火 11祝 ]、及び大学休業中 (夏冬 卜則休暇つ

に開館を希望する人は、事前に博物館あるいは

総務部総務課 (048-536-6010)|こ ご連絡く

ださい。

交通 機 関 :・」R高崎線 (■野から55分)、上越・

長野新幹線 (上野から35分 )、「熊

谷駅J下 車。南口より立正大学行バ

ス (国際バス)で 約10分。

・東武東上線 (池袋から56分)「森

林公園駅J下 車。北口より立正大学

行バス (国際バス)で 約12分。

平成 19年度は '正 大学にスポ ットをあてた企画 特

"1展
ホを1,催しました_企 11展では ・立1,大学のあゆみJと して人

ヤ●)膠史を振う返つ け

"展

では 1立正大学の海外調査屁|と

して大学の活躍する調査 研究を紹介しました.I・介できなか

った分Fiにおいてもl■/々な調査 研究が行われておつ 今後は

これらの調査 研究の成 tlを抜露できる場として博物館が利用

立正大学博物館館報 万吉 だよ り 第8け
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編集 発行  立F大 学博物館

〒360 016 埼玉県熊谷市万吉1700

TEL 048-536-6150

FAX 048-536-6170
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